
◆日本成年後見法学会第１５回学術大会参加報告

  平成３０年６月１３日（水）午後１時３０分より行政書士会館地下講堂
におきまして、定時総会が開催されました。ヒルフェ会員数243名、出席
者211名（委任状24名、書面による議決権行使111名を含む）、よって定
足数を満たし定時総会は成立致しました。
第１号議案 平成２９年度事業報告の承認について
第２号議案 平成２９年度決算報告及び監査報告の承認について
第３号議案 平成３０年度事業計画（案）の承認について
第４号議案 平成３０年度予算（案）の承認について
第５号議案 定款変更の承認について
第６号議案 第三者委員会委員選任の承認について
第７号議案 役員選任の承認について
各議案は、すべて賛成多数により承認可決されました。なお、第１号議
案において、後見事業部の会員向け相談に関する実施報告の記載漏
れがございました。この実績を追加し、承認をいただきました。
　また、総会後の理事会において、下記決定いたしました。（順不同敬
称略）
理事長　常住 豊　　　　　副理事長　釘田 一富
副理事長　河野 基史　　副理事長　齊藤 志郎
専務理事　佐々木 正彦

ヒルフェ通信（７月号）
✿そっと寄り添いやさしくサポート✿

　 「公益社団法人成年後見支援
  　センターヒルフェ」は東京都
　 行政書士会が社会貢献の
　　一環として設立した法人です。

◆平成３０年度定時総会開催

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　平成３０年６月２日（土）１０時～１８時、神奈川大学（横浜キャンパス）

◆「後見制度支援預金」取り扱い開始について

・権利擁護支援の地域連携ネットワークづくりに関連し、司法と福祉の連携も課題。（現在の家
裁の体制では、限界がある。）
・不正防止の徹底。（法定後見は諸々対策されてきたが、任意代理＋任意後見契約での不適
切な運用例や、家族信託の悪用例など、まだまだ検討すべき課題がある。）
　なお今年度のヒルフェ更新研修において、成年後見制度利用促進基本計画の閣議決定後の
動きなどにつき、厚生労働省の担当官に話をしていただくよう調整中です。実施の折には、是
非ご出席ください。（三木　隆）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　平成３０年６月から、東京都内でも一部信用金庫、信用組合におきまして、「後見制度支援預
金」の取扱が開始されました。概要は、「後見制度支援信託」に準ずる形となっておりますが、地
域に密着した信金・信組が取り扱うことでより利便性が高くなるものと思われます。ヒルフェで協
定を結んでいる金融機関でも取り扱っているところがあります。なお、開始時期や最低預入額
等の詳細は取扱機関によって異なりますので、事前にご確認ください。
ヒルフェでは今後ホームページ等でも情報を掲載して参ります。

　平成３０年６月２日（土）１０時～１８時、神奈川大学（横浜キャンパス）
において、「成年後見制度利用促進基本計画の具体化に向けた提言」
をテーマに、右プログラムの内容で基調報告およびパネルディスカッ
ションが行われ、発言者夫々の立場から様々な報告や提言がなされま
した。
　ご参考のため、ほんの一部ではありますが、ポイントをご紹介します。
・市町村計画は、市町村の施策として、市町村の責任で、計画すること
が重要。（地域により夫々の歴史や事情は異なるが、既存の法人への
丸投げ等では限界がある。）
・本人がメリットを実感できる制度・運用の改善。（「誰が後見人をやる
のが本人のためか」という視点で、財産管理のみならず意思決定支援・
身上保護をも重視した適切な後見人の選任・交代を考えるべき。）


